
報告２ 

広域系統整備委員会コスト等検証小委員会の委員の選任について 

広域系統整備委員会コスト等検証小委員会において、東北東京間連系線に係る広域系

統整備計画における工事費増額の検証を集中的に実施するため、検証体制を強化する。 

委員会規程第５条第２項に基づき、別紙１のとおり、広域系統整備委員会加藤委員長

が、広域系統整備委員会コスト等検証小委員会に、委員を２名追加した。これを踏まえ、

別紙２のとおり委嘱手続きを行った。 

なお、追加指名を受けた委員２名の委員委嘱は、東北東京間連系線に係る広域系統整備

計画における工事費増額の検証に限るものとする。 

以 上 

【添付資料】 

別紙１：広域系統整備委員会コスト等検証小委員会委員の追加指名について（写） 

別紙２：委嘱状（写） 

別紙３：委員名簿 

別紙４：【参考】東北東京間連系線に係る広域系統整備計画における工事費増額に関する

検証の対象範囲 

＜参考＞ 委員会規程 

（小委員会） 

第５条 委員会は、必要があるときは、小委員会を置き、委員会で審議すべき事項の一部を分担

させることができる。 

２ 小委員会に属すべき委員及びその任期は、委員長が決定する。 

３ ～５ （略） 



別紙 1

広域系統整備委員会コス ト等検証小委員会委員の追加指名について

広域系統整備委員会事務局宛て

広域系統整備委員会コス ト等検証小委員会において、東北東京間連系線に係

る広域系統整備計画における工事費増額について検証することを目的に、送電

工事等の高度な専門知識 を持つ一般送配電事業者 を一時的に追加するため、

2023年 9月 27日 をもつて次のとお り、広域系統整備委員会コス ト等検証

小委員会の委員を追加で指名いた します。事務局におかれては、必要な事務手続

きをお願い します。

回追加す る委

池田 良司  九州電力送配電 送変電本部 送変電技術センター所長

下田 一彦  関西電力送配電 電カシステム技術センター所長

(敬称略・五十音順 )

任期 :2023年 9月 27日 ～ 2024年 3月 31日

※東北東京間連系線に係 る広域系統整備計画の検証に限 り指名するc

ジθ23年 7月 ′ι日

広域系経 備類 釜 員長 初 樅 床
_瘍



別紙２





広域系統整備委員会 コスト等検証小委員会 委員名簿 

委員長 

田中 誠 政策研究大学院大学 教授 

委 員 

池田 良司   九州電力送配電株式会社 送変電本部 

送変電技術センター所長 

河辺 賢一  東京工業大学 工学院 助教 

草薙 真一 兵庫県立大学 副学長 

小山 繁宣  東京電力パワーグリッド株式会社 送変電建設センター所長 

下田 一彦  関西電力送配電株式会社 電力システム技術センター所長 

東條 吉純  立教大学 法学部 教授 

樋口 達也   中部電力パワーグリッド株式会社 送変電部長 

北條 昌秀  徳島大学 大学院社会産業理工学研究部 教授 

（五十音順、敬称略） 

※ 小山委員・樋口委員については、佐久間東幹線（山線）他の工事費増額の検

証に限定する。 

※ 池田委員・下田委員については、東北東京間連系線に係る広域系統整備計画

における工事費増額の検証に限定する。 

オブザーバー 

伊佐治 圭介 送配電網協議会 電力技術部長 

小川 要  資源エネルギー庁 電力・ガス事業部 電力基盤整備課長 

甲斐 正彦  東海旅客鉄道株式会社 建設工事部 担当部長 

鍋島 学   電力・ガス取引監視等委員会 ネットワーク事業監視課長 

（五十音順、敬称略） 

別紙３



1

工事
区間

個別工事件名
事業

実施主体

区間２

⑥ 宮城中央(変)引出 東北NW

② 宮城丸森幹線新設 東北NW

④ 丸森(開)既設送電線引込 東北NW

⑤
丸森開閉所新設
送電線引出

東北NW

区間１
①

丸森いわき幹線新設 東北NW

南いわき(開)PCMリレー取替 東京PG

③
相馬双葉幹線接続変更 東北NW

福島幹線山線No.10鉄塔建替 東京PG

その他
ー

調相設備整備
給電システム改修
系統安定化システム整備

東北NW

ー 給電システム改修 東京PG

【参考】東北東京間連系線に係る広域系統整備計画における工事費増額
に関する検証の対象範囲

別紙4

：検証の対象範囲
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